
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 情報提供 

 東京国際大学 木原慎介先生より、『「体育・保健体育の見方・考え方」の見方・考え方』と題し、次

期指導要領改正に向けた特別部会の内容を足掛かりに、教科保健体育が求められる見方・考え方につい

て提言をいただきました。ハッとさせられたことは、教科保健体育の目標には、体育と保健の「見方・

考え方」については、それぞれ記載されているものの、教科を貫く「見方・考え方」については記載さ

れていないということ。今後は、カリマネの重要性を伝えつつも、木原先生から提言があった「見方・

考え方」のように、保健体育科共通の「見方・考え方」を意識した指導の充実を図ることの重要性を強

く感じました。 

２ グループワーク 

日本女子体育大学 高橋修一先生には「楽しさを深堀りするワークショップ」と題し、各領域でこそ

味わえる楽しさを「知識」「技能」「思考・判断・表現」「態度」の各観点から深掘りしました。楽しさや

その楽しさを遠ざける要因について、小・中・高の校種や年代が入り混じったことで、想像できないよ

うな考え方も飛び出し、目から鱗が落ちました。共生体育に向けて、体力や技能の程度にかかわらず、

多様な楽しみ方ができる授業づくりのため、我々教師は小学校から高校まで、視野を広く持つことも必

要なのかもしれません。下記はグループワークの成果の一部です。参集で 4グループ、オンラインで 1

グループの計 5グループの成果物ができましたが、紙面の都合上、独断で２つに絞りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ まとめ 

最後に、昨年度も掲載しましたが、高橋修一先生からの 

ありがたいお言葉で締めたいと思います。 

部活動中心に強化指導のスペシャリストだった保健体育教員も、 

部活動の地域展開も 1つのきっかけにして、 

教科指導のスペシャリストになっていきましょう。 

体育・保健体育ネットワーク研究会
山形さくらんぼラウンド報告

テーマを「体育・保健体育の見方・考え方を働かせた授業づくり」 

とし、木原慎介先生や高橋修一先生の提言を元に、何を（具体的知識）、何のために（概念的知 

識）学ぶのか、それをどのように指導するのか等、より具体的な授業づくりにむけて、活発なグ 

ループワークがなされ、様々な気づきと学びの多い、実りある研修となりました。 

今年度は県学校体育研究連合会からお声がけいただいたことで、参加者計２８名（オンライン７ 

名、参集２１名）と、昨年の 2倍近い参加者が集まりました。小・中・高、教諭・管理職・指導 

主事・学生など様々な校種が入り混じったグループで、それぞれの立場での現状や考え方、好事 

例を共有しながら、授業づくりに向けてより具体的で系統性を意識した話し合いができました。 

今回も岩手県から日帰りで参加（昼も夜も）していただきました。本当にありがとうございまし 

た。来年も今年のラウンド以上に、みんなでわいわい言いながら学び合っていけるような会にな 

れば、山形の保健体育は進化していくと確信しております。 
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